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日本に留学して 
一番楽しかったこと・悲しかったこと 

 
私は二年半前、日本の先進的な科学技術にとても感心

し、その技術を学び、身に付けたいと思い、日本での留

学生活を始めました。この二年半を振り返ってみると、
多くの友人や知人などのおかげで充実した留学生活を過

ごすことができましたが、その間には楽しい体験だけで

はなく、苦しくつらい体験などもありました。 
私は日本語学校に通った経験がなく、来日半年後大学

院に入学しました。そのため、日本語でのコミュニケー

ションが学習だけでなく、日常生活において一番の問題
になりました。私費留学生のためにアルバイトをしなけ

ればならず、料理店で働いていた私は非常に苦しい体験

をしました。その頃、私は日本語があまりできなかった
ため、店長やお客さんの言っていることを正しく理解で

きず、仕事もなかなか上手くできませんでした。何度も

文句を言われましたが、これであきらめてはいけないと
思って、辛いのを辛抱して働き続けました。一番悲しか

ったのは深夜 1 時頃に仕事を終えて、くたくたに疲れて

家に帰る途中で大雨に遭った時です。強風が傘に襲いか
かり、片手で自転車をコントロールし、えっちらおっち

らと坂道を登りながら、日本でまだ友達がいない私は中

国にいる家族や親友のことを思い出しました。こんなに
寂しく、苦しい生活がいつまで続くんだろうと思うと泣

いてしまい、顔から滴るのが雨なのか涙なのか分からな

くなり、もっと力を入れて自転車をこぐほかはありませ
んでした。今でも、その頃の私を思い出すと、悲しくな

ります。 
 

 

ムンフサイハン エンフーアルダル（奨学生） 

            モンゴル（ウランバートル） 
東京情報大学 総合情報学部 情報システム学科 

 
日本に留学して 
一番楽しかったこと・悲しかったこと 

 
私は、日本に留学して、言葉が通じることの楽しさと

悲しさを実感しました。私は初めて日本に来たとき、カ

タカナとひらがながちょっと読めるくらいで、会話がま
ったくできませんでした。日本語学校で一年間日本語を

勉強した結果、読むことと書くことは上達しましたが、

会話はあまり上手になりませんでした。その後、東京デ
ザイナー学校に進学しましたが、今までの片言の日本語

では勉強も十分に解らない、友達もできないと感じたと

きが一番悲しかったです。しかし、好きなものが勉強で
きていて、今まで手で描いたものをコンピューターで描

き、しかもそれを３G で表現できるのが面白くて楽しい

ことでした。言葉では十分に表せないものを画像により 
 

しかし、人生はその坂道のように、登るときは苦しく
て辛くても、自信を持って、諦めずに頑張れば、いずれ

は平坦な道路になるという信念を持っています。今私が

研究しているテーマは母国の大学で専攻していたテーマ
と全く違いますので、日本語の困難だけでなく、専門知

識不足のこともあり、最初は本当に困惑していました。

しかし、知識を身につけるためこそ日本に来たので、し
っかり頑張ればどんな困難も克服することができると信

じて、土日休日にも関わらず毎日大学に行って、論文を

読んだり専門知識を勉強したりしました。そして、一番
楽しかったことは自分のたゆまない努力により、修士 2

年の初めに、修士課程の結果がやっと出てきたことで、

日々の研究が少しずつ楽しいと思えるようになってきま
した。その結果を整理して先生に見ていただくと、先生

は大変喜んでくださり、何度も｢素晴らしい｣とおっしゃ

いました。「論文を書いて、学術雑誌に出してみましょ
う」とまで言ってくださいました。先生の部屋から出て

から、隅で泣いてしまいました。やっと先生に認めても

らえたことで、今まで経た苦しみや悲しみを思い出して、
喜びの涙があふれてきました。現在、多少の苦労はあり

ますが、毎日夜遅くまで勉強したり研究したりすること

は、私にとって一番楽しいことです。 
2 年前の私は夢を持って日本に来ました。この 2 年間

で悲しい涙も流して、楽しい涙も流して、脆弱な心を洗

い流して強くなりました。困惑せずしっかり自分の目標
を持って、これからの博士課程３年間、何があっても最

後まで努力をしたいと思います。 

 
 

 

 
表現することができ、それを通じて、友達もたくさんで

きました。特に、私の学校はデザイン関係の学校であっ

て、色々な想像を持っている学生がたくさんいました。
彼らから、日本の若者の考え方や生活する上での色々な

知恵を学ぶことができました。  

今、在籍している東京情報大学には、モンゴルに一番
必要とされている IT専門家を目指して入学しました。同

学校でも、テニス部の友達からネットテクメンバーまで、

たくさんの友達がいます。ネットテクメンバーは学内ネ
ットワークの技術サポートをしています。学生時代の一

番の楽しさは「友達」と、私は確信しています。 

 

 センマイ（会館生）   ミャンマー（ヤンゴン市） 

   敬愛大学 国際学部 国際研究学科  

  

ＯＳＦ会館の一年間の生活経験 
 
私は先輩のジョセフさんに紹介されて、2006 年の 12
月から OSF 学生会館に入ることが出来ました。 

会館に入る前に優しい館長が面接してくれて、会館に

入る許可をくれました。その時から優しい館長は私の優
しいお父さんになりました。お父さんは新しく入って来

た私を暖かい心でいつも応援してくれました。お父さん

の奥さんもとても優しくて本当に可愛い人だなあと思い
ました。でも会館ではお母さんとは呼ばず、有子さんと

可愛く呼んでいるのが面白かったです。  

最初は寂しかったけれど、会館生の先輩達も皆明るく
て優しかったので、だんだん楽しくなりました。会館に

入る前、失恋していた私は会館に入ったばかりの時、顔

が暗かったと先輩のマイさんに言われました。でも会館
に入って間もなく、暗かった私はだんだん明るい生活を

送れるようになりました。それは会館の優しい皆さんの

おかげです。学校やアルバイトで毎日忙しい私を、お父
さんと会館の先輩達がいつも応援してくれたのは、私に

とって頑張る力となりました。お父さんと先輩たちの応

援を「頑張ります」と笑顔で答えられるようになり、本
当に頑張りました。 

会館の皆さんはそれぞれ違う国々から来た学生ですが、

一つの家族みたいな雰囲気がしました。私の人生で今の 
家族と出会えるなんて、夢にも思わなかったことです。 
 

 

王 維?  （会館生）    中国（上海市） 
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    私の研究活動 
 
私が修士２年間で選考したのは国際公共政策である。

なぜこの専攻を選択したのか。学部時代の専攻は国際開

発であった。大学院に入ってからごく自然に国際公共政
策へと進展したのである。突き詰めて考えたことはなか

ったが、よく考えてみたら、私は 6 年間も国際に関係あ

ることを学んでいるのである。 
21 世紀に入り、グローバル化へのスピードが加速して

いる中で、世界政治や経済社会の安定、平和の持続から

は遠く、地球温暖化、環境問題など、さまざまな課題が
生じている。博士課程では公共研究専攻を選択した。こ

の分野を専攻した理由は、歴史・文化・哲学・思想など

基礎的公共研究と、環境・福祉・平和といった実践的公
共研究を融合して学ぶことが出来る点にある。そして、

これらの文化的な背景をきちんと把握した上で、公共的

な諸問題を考え、解決に導くことを目的としている。 
現在、中国では、所得格差の拡大が社会の不安定化を

もたらし、体制そのものを揺るがしかねないとの懸念が 

広がり始めている。格差拡大を是正し、中産階級を育成 
 

 

 

その雰囲気をいつまでも続けて欲しいと思っています。 

ですから、この後新しく入って来る後輩たちのため、明

るくて優しい先輩になりたいです。会館に入ったからこ
そ色々な人と友達になれたのだから、その出会いを大事

にしなければならないと思います。  

人間は一人で生きていくより、たくさんの人と交流し
ながら人生を過ごすことが、とても重要だと分かるよう

になりました。それは、財団で行われた年忘れパーティ

ーや see you againパーティー、ＯＢ会、様々な交流会
などに参加したことがきっかけです。 

OSF 財団があることによって、優秀な留学生が支えら

れるだけではなく、たくさんの人がさまざまな人と出会
うことができます。それに、日本語の授業もボランティ

アで行われているため、日本語の不十分な私たち留学生

だけではなく、色々な人も楽しんで勉強できるのでとて
も助かります。 

私も日本語の勉強だけではなく、人と人が助け合うこ

となど、人生において学ぶべきこともたくさん分かって
きました。今まで勉強したことをきっかけにして、これ

からの人生をもっと明るく、元気よく頑張りたいと思い

ます。 
 

 

していくことが中国政府にとっての緊急課題である。な

ぜなら、中産階級の増大により、相対的に貧富の格差が
縮小すれば、各所得階層間の対立を緩和する役割を果た

すからである。今後の目標は、日本とアメリカの中産階

級に関する歴史研究を深化し、国際比較を通じて所得格
差の原因を解明し、格差解消のための政策提言を行う。

また、日本とアメリカの所得再分配政策を検討すること

で、中国でもそれを生かせるのではないだろうか。博士
課程での研究テーマは、「中国における中産階級の実態

分析と経済政策、アメリカ・日本との歴史的比較」を取

り上げる。 
私は公共研究専攻で勉強できることは大変幸せなこと

と思っている。経済学と社会学を勉強しながら、さらに

国際関係の知識を身に付け、少しでも中国の社会発展に
貢献したいと思っている。 
 


